
皆さんこんにちは。★

この動画は、次へのヒントが見つかるケース会議の概略をまとめた事前視聴用動
画です。
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★突然ですが、

★皆さんの学校で行われている
ケース会議や事例検討会を思い浮かべて下さい。
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★ケース会議が必要だと分かっていても、なかなかケース会議が開きにくいという
現状があるのではないでしょうか。
山形大学の佐藤節子教授はその背景を次の四つにまとめておられます。

★一つ目は時間がない。

小学校では一人の先生が複数の役を兼務していたり、中学校や高校では部活動
などで時間設定自体が難しいという現状がある。

★二つ目は、

会議の結論が「様子を見ましょう」 で終わって、何が決まるというわけではなく、情
報交換の確認で終わるということがある。

★三つ目は、

事案の中で何が悪いんだろう、何が原因なんだろうという、原因探しや犯人探しの
追及に終わる。

★

★四つ目は

「家がこうなったらいいのに、本人がこういうふうに変わらないと」など、と他者や他
機関の介入を期待し、参加者が主体的な関わりを見出せずに終わる。
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それらの課題に対して、

★短時間で開催ができ、事前準備が簡便である。
★会議後のゴール設定が明確である。
★解決策にフォーカスされていて何らかの解決策を示される形で終わる

★これらの条件を満たす目指す理想のケース会議を紹介します。

3



★私たちが、最も参考にしたのは、解決志向で取り組むケース会議の手法「ブリー
フミーティング」です。
「ブリーフ」とは「短期・短時間」という意味があります。

★このブリーフミーティングをベースに

★他のPCAGIPなどのケース検討の良いところも取り入れて

★新しいケース会議「次へのヒントが見つかるケース会議」としてアレンジしました。

資料の準備の必要がなく、時間も30分から40分で終わり、事例提供者が目指す

ゴールに向けて、参加者と短い一問一答のやりとりで解決志向で取り組む会議で
す。記録も、ホワイトボードを見れば、流れがわかるようになっています。
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★私たちがベースとしたブリーフミーティングのポイントは、解決志向アプローチの
考え方、技法を使って会議を行うというところです。

★この「解決志向アプローチ」の考え方は、精神科医、ミルトンエリクソンにより提唱
されました。
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解決志向の考え方 をもとにした会議の進め方のポイントは、

★ひとつめ、原因を追究しすぎない。
★原因が分かったとしても、問題が解決に繋がるとは限りません。
★二つ目、解決像に焦点をあてる。

★一人ひとりに合った解決をみんなで求めて事例提案者がどうなっていただける
のかという解決像に焦点を当てます。

■三つ目、うまくいっていなければ方法を変える。
これは解決志向アプローチの三つの中心ルール
①うまくいっているなら変えるな、
②一度やってうまくいったことは、もう一度試せ。
③うまくいっていないのなら、何か違うことをせよ

という考え方に基づいています。

■そして、四つ目、まず小さな変化を起こすということ。
小さな変化が大きな変化を生み出すきっかけになると考えることです。

6



それでは、
ここからは実際の会議の運用を見ていきます。

会議の構成メンバーは、
★事例提供者,
★会議の進行役となるファシリテーター、
★参加者です。

★ファシリテーターは事例提供者や参加者から出てきた意見を進行したり、促進し
たりします。
出てきた意見やアイデアは
★ホワイトボードや黒板に記録していきます。

参加者はそれぞれメモを取らずに顔を上げて、ホワイトボードなどを見ながら会議
に参加します。
これも大きな特徴の一つです。
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会議の流れです。
大まかに言うと、

○事例提供者は困っていることから事例の報告をし、今日の会議のゴールを決め
ます。

○参加者は その 決められたゴールに向かって 解決のための対応策を参加者
みんなでアイディアをたくさん出して、事例提供者が取り組めそうなことを決定して
終わる、という流れです。

※④で出てくるリソースとは、問題解決を考える手がかりやヒントになる事柄のこと
です。
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会議を進行するファシリテーター役は、
難しそう、技術が必要だ と思われることも多いかと思いますが、

★ファシリテーターのために、このシナリオと時間配分を目安に進めていけば、
★会議が進行できるというシナリオも作りました。
★会議の進行役割を分かりやすくまとめた動画も用意しています。
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板書エリアも、このようにフォーマット化することで、
何について話しているのか、どうなっていくのかがわかりやすくなっています。

板書は、ファシリテーターが、議事を進行しながら書く場合もありますが、書記を設
定して板書しても構いません。

板書エリアがフォーマット化されていることで、途中参加の人も情報を追いやすくな
ります。
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次へのヒントが見つかるケース会議は、みんなで作り上げていくものです。
★事例提供者と参加者みんなが「解決志向」と「短いやり取り」を意識して、
★事例提供者だけに責任を負わせずに会議にアイディアを吹き込んでください。

そして、★事例提供者はこの会議後に どうなっていたいのかが、★できるだけ明
確にできるようゴール設定の機会も２回設けてあります。

★参加者には平等な発言機会があるので、★立場や役割を超えて同じ参加者とし
て意見を言います。

★そして何より、事例提供者が前に進む小さなヒントが得られるようにみんなでアイ
デアを出していってほしいと考えています。
★★★今現在起こっている問題が、
★★★一足飛びに問題の解決に飛んでいくというイメージではなく、

★今ここで起こっている問題を、★参加者みんなで少しだけ持ち上げて、★前に進
むためのヒントを与えてあげます。

12



そして、★★★今よりもほんの少しだけ前に進む。

という姿を目指したいと思います。
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14



最後に、

次へのヒントが見つかるをわかりやすくイメージでお話しすると、このように大きな
課題の全貌が見えない中

ほんの少しだけでも、取り組めることが明らかになっていく。ここやってみようかな？
というアイデアが生まれるという状態が
次へのヒントがみつかる。ということなのかもしれません。
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★こうやって大きな課題の全体の解決策が見えなくても 、今、取り組めることが明
らかになっていく。

ここやってみようかな？というアイデアが生まれるという状態が
次へのヒントがみつかる。ということなのかもしれません。
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さあ皆さんも、次へのヒントが見つかるケース会議をやってみませんか。

以上で、終わります。
ありがとうございました。
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